
編集協力 サントリー文化財団・アステイオン編集委員会ＣＣＣメディアハウス編　集

『アステイオン』は、まだ知的営みがイデオロギー対立によって息苦しいもの

であった 1986 年に発刊されました。以来、氾濫する時事的な論説から

多少距離をとって、世界の様々な問題を鋭く感じ、柔らかく考えることで、

現在の諸潮流を組み取ろうとしてきました。誌名の『アステイオン』とは古

代ギリシャ語の AΣTEION で、「都会的な」「洗練された」という意味

を持つ言葉です。この誌名には、多様で自立していても公共空間をとも

にする仲間として、真剣でも節度ある意見が活発に交換されること、つま

り知の社交を促したいという想いが込められています。

アステイオン編集委員会委員長 田所昌幸

アステイオン創刊について

アステイオンは
昭和の終わりから
平成をどのように
論じてきたか

（株）ＣＣＣメディアハウス　〒153-8541　東京都目黒区目黒 1-24-12

販売局　TEL：（03）5436-5721　FAX：（03）5436-5759   
ht tp : //www.cccmh .co .jp/

問い合わせ

TEL：（03）5436-5716  
FAX：（03）5436-5747

（書籍第一編集部）

内容に
関する

問い合わせ

1934 年生まれ。劇作家。京都大学大学院美学

美術史学専攻博士課程修了。関西大学教授、

大阪大学教授、東亜大学学長などを歴任。1963

年『世阿弥』を発表し岸田国士戯曲賞を受賞。

その後も『オイディプス昇天』（戯曲）、『鷗外 闘う

家長』『柔らかい個人主義の誕生』（評論）など

で受賞多数。文化功労者。

総 監 修 者

山崎正和 や まざき・まさ か ず 　 田所昌幸 たどころ・まさ ゆ き 　

1956 年生まれ。京都大学大学院法学研究科中

退。姫路獨協大学法学部教授、防衛大学校教

授などを経て、慶應義塾大学法学部教授。専門

は国際政治学。著書に『「アメリカ」を超えたドル』

（中央公論新社、サントリー学芸賞）、『ロイヤル・

ネイヴィーとパクス・ブリタニカ』（編著、有斐閣）など。

第 巻

第 巻

第 巻

第 巻

I

IV
III
II

政治・経済 国際編

国内編政治・経済
日本論・日本文化論
思想・文学・社会

総 目 次 （総目次 /アステイオン・グラヴィア/ 特別企画）

2017年秋
刊 行

お名前

お電話番号

ISBN 978-4-484-17213-2 C0030

ご注文冊数 書店印

冊

様
ご住所 〒

東 浩紀
五百旗頭 真
池内恵
猪木武徳
猪木正道
梅棹忠夫
大宅映子
奥本大三郎
苅部 直
河合隼雄
北岡伸一
高坂正堯
佐伯啓思
佐伯順子
酒井啓子
司馬遼太郎
高階秀爾
田所昌幸
ダニエル・ベル
張 競
半藤一利
藤森照信
細谷雄一
待鳥聡史
三浦雅士
御厨 貴
山崎正和
鷲田清一 . . .etc

申
し
込
み
書

＊分売不可。
＊告知内容は変更になる場合があります。

定価：本体 円＋税35,000

A5並製　全4巻＋総目次
（総頁数2738＋輸送用ケース）



司
馬 

遼
太
郎

浄
土 

― 

日
本
的
思
想
の
鍵

目
黒 

依
子

 「
国
際
婦
人
年
」と
い
う
黒
船

渡
辺 

保

井
伊
兄
弟
の
幕
末 

― 

幻
想
の
黒
船
人
質

佐
伯 

順
子

芸
者
と
富
士
山 

― 

外
国
人
の
見
た
日
本
文
化
の
深
層

佐
佐
木 

幸
綱

近
代
・
西
欧
・「
さ
び
し
」の
伝
統

 

― 

留
学
後
の
斎
藤
茂
吉

半
藤 

一
利

陛
下
ご
自
身
に
よ
る「
天
皇
論
」

河
合 

隼
雄

日
本
神
話
に
み
る
意
思
決
定

山
崎 

正
和

 「
イ
ン
テ
リ
」の
盛
衰 

― 

昭
和
の
知
的
社
会

白
幡 

洋
三
郎

日
本
人
に
と
っ
て
の「
暮
し
よ
さ
」と
は

 

― 

文
化
に
表
れ
る
社
会
資
本

五
味 

文
彦

武
士
の
変
容

梅
棹 

忠
夫

日
本
は
ア
ジ
ア
で
は
な
い　

 

― 

ク
ラ
シ
ッ
ク
・コン
チ
ネ
ン
タ
ル
ズ
か
ら
距
離
を
お
い
て

高
坂 

正
堯

粗
野
な
正
義
感
と
力
の
時
代

岡
崎 

久
彦

イ
ス
ラ
ム
の
友
か
ら

永
井 
陽
之
助

脱
工
業
化
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
終
焉

中
西 
輝
政

イ
ギ
リ
ス
の
知
恵
と「
悪
知
恵
」

猪
木 
武
徳

ア
メ
リ
カ
の
底
力
を
探
る 

― 

文
明
衰
亡
史
観
を
排
す

山
内 

昌
之

ホ
メ
イ
ニ
ー
と
ゴルバチ
ョフ 

― 

イ
ス
ラ
ム
革
命
と
ソ
連

入
江 

昭

国
家
史
か
ら
国
際
史
へ

ダ
ニエル・ベル

知
識
人
の
決
闘 

― 

サ
ル
ト
ル
と
ア
ロン

ラ
ルフ
・
ダ
ー
レン
ド
ルフ

 「
一
九
八
九
年
革
命
」の
宴
の
あ
と
で

北
岡 

伸
一

竹
中 

平
蔵 

三
浦 

雅
士

涙
の
谷
を
こ
え
て　

東
欧
の「
ヨ
ー
ロッパ
」への
回
帰

長
尾 

龍
一

西
洋
的
伝
統 
― 
そ
の
普
遍
性
と
限
界

佐
伯 

啓
思

ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
の
終
焉　

 

― 

リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
葛
藤

猪
木 

武
徳

統
合
の
夢
を
醒
ま
す
も
の

青
木 

保

ア
ジ
ア
・
ジ
レンマ

富
永 

健
一

文
化
の
多
様
性
と
二
つ
の
資
本
主
義

 

― 

ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
・
キ
ャ
ピ
タ
リ
ズ
ム
の
提
唱

山
内 

昌
之

イ
ス
ラ
ム
と
ア
メ
リ
カ　

 

― 

自
由
と
民
主
主
義
を
め
ぐ
る
非
対
称

梶
田 

孝
道

現
代
ヨ
ー
ロッパ
を
ど
う
読
む
か　

   

―
「
文
化
的
多
様
性
」を
め
ぐ
っ
て

福
田 

和
也

Ｆ
・
Ｄ
・ル
ー
ズ
ベル
ト
の
登
場 

― 

ア
パシィ
に
根
ざ
し
た
政
治

佐
藤 

誠
三
郎

文
明
の
衝
突
か
、相
互
学
習
か

  

― 

冷
戦
後
の
世
界
秩
序
を
展
望
し
て

松
原 

隆
一
郎

ケ
イ
ン
ズ
再
考 

― 

20
世
紀
経
済
の
特
質
を
考
え
る

下
斗
米 

伸
夫

逆
説
の
現
代
史

猪
木 

武
徳

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
ション
の
逆
説 

 

―  

二
一
世
紀
の
国
家
像
を
求
め
て

田
中 

明
彦

テ
ロ
リ
ズ
ム
と
の
戦
い

 

―
「
戦
後
思
想
」を
い
か
に
構
築
す
べ
き
か

酒
井 

啓
子

政
権
の
反
米
、
人
々
の
反
米

 

― 

イ
ラ
ク
と
ア
ラ
ブ
諸
国
の
対
米
感
情
を
め
ぐ
っ
て

細
谷 

雄
一

ア
ン
ビ
バレン
ト
な
関
係

 

― 

英
米
関
係
の
百
年
と
歴
史
の
教
訓

川
島 

真

 「
共
通
敵
」の
な
い
時
代

白
石 

隆

東
南
ア
ジ
ア
か
ら
み
た
中
国
の
台
頭

高
原 

明
生

中
国
の
未
来 

― 「
平
和
的
発
展
」は
続
く
の
か

久
保 

文
明

ア
メ
リ
カ
の
政
治
家
は
ど
う
育
て
ら
れ
て
い
る
か

鈴
木 

董

ト
ルコ
の
Ｅ
Ｕ
加
盟 

― 

Ｅ
Ｕ
に
と
っ
て
の
一つ
の
試
金
石

デ
ー
ヴィ
ッ
ド
・
Ａ
・
ウ
ェル
チ

 「
ア
メ
リ
カ
帝
国
」に
同
盟
は
必
要
か

マ
ー
ク･

リ
ラ

ネ
オ
コン
は
終
わ
っ
た
か

阿
川 

尚
之

最
後
に
し
て
最
善
の
希
望
？

土
屋 

大
洋

帝
国
の
磁
力

待
鳥 

聡
史

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
統
治
の
間
で

袴
田 

茂
樹

 「
砂
社
会
」ロシ
ア
の
復
活

ヴ
ォルフ
・レペニ
ー
ス

 「
ヨ
ー
ロッパ
」は
成
立
す
る
か

田
所 

昌
幸

彦
谷 

貴
子

新
千
年
紀
の
予
感

ダ
ニエル・ベル
教
授
イ
ン
タ
ビュ
ー

池
内 

恵

 「
ア
ラ
ブ
の
春
」が
も
た
ら
し
た
も
の

ジ
ョン
・
ダ
ン

等
身
大
の
民
主
主
義
観

ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・ス
ティ
ル
二
極
化
す
る
ア
メ
リ
カ

中
西 

寛

再
臨
、あ
る
い
は
失
わ
れ
た
可
能
性
の
時
代

ピ
エ
ー
ル・
グ
ロ
セ
ー
ル

一
九
八
九
年
に
起
き
た
こ
と
は
何
だ
っ
た
の
か

池
田 

明
史

溶
解
す
る
中
東
の
国
家
、
拡
散
す
る
脅
威

岡
本 

隆
司

清
朝
の
崩
潰
と
中
国
の
近
代
化

ダ
ニエル･

ベル

山
崎 

正
和

20

世
紀
末
の
危
機
と
希
望 

― 「
市
シ
ヴ
ィ
ル
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

民
社
会
」の
復

権

伊
丹 

敬
之

文
明
を
輸
出
す
る
と
き

村
上 

泰
亮

世
紀
末
文
明
の
現
象
学

山
崎 

正
和

日
本
文
化
の
世
界
性 

― 

柔
ら
か
い
個
人
主
義
の
系
譜

富
永 

健
一

情
報
の
氾
濫
と
知
識
の
貧
困

  

― 「
情
報
」社
会
は「
知
識
」社
会
た
り
う
る
か

ソ
ー
ル・ベロ
ー

ハ
ー
バ
ー
ト
・パッシ
ン

二
十
一
世
紀
に
文
学
は
生
き
残
る
か
？

井
上 

達
夫

言
論
、
戦
争
、そ
し
て
責
任

鷲
田 

清
一

エロ
ティ
ッ
ク
な
都
市
？

渡
辺 

裕

 「
文
化
国
家
」の
裏
と
表

坂
本 

多
加
雄

日
本
は
み
ず
か
ら
の
来
歴
を
語
り
う
る
か

 

― 「
世
界
史
の
哲
学
」と
そ
の
遺
産

養
老 

孟
司

臨
床
諸
学
の
提
唱

三
浦 

雅
士

身
体
と
し
て
の
ヨ
ー
ロッパ

村
上 

陽
一
郎

強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
の
普
遍
主
義

島
田 

晴
雄

日
本
型
経
済
シ
ス
テ
ム
は
21
世
紀
も
有
効
か

竹
中 

平
蔵

日
本
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
時
代
の「
接グ
リ
ュ
ー

着
剤
」と
な
れ

 

― 

後
退
的
思
考
を
打
破
す
る
時

高
坂 

正
堯

安
全
保
障
感
覚
の
欠
如

 

― 

日
本
に
自
分
の
運
命
は 

　
　

 

自
分
の
責
任
だ
と
い
う
意
識
は
あ
る
か

久
米 

郁
男

二
大
政
党
制
と
い
う
妖
怪

御
厨 

貴

官
僚
制
の
生
理
と
病
理 

― 

薬
害
エ
イ
ズ
と
オ
ウ
ム
教
団

川
勝 

平
太

明
治
六
年
の
政
変 

― 

明
治
百
年
の
大
計
の
誤
算

伊
藤 

元
重

市
場
化
は
改
革
か
破
壊
か

 

― 

日
本
の
構
造
改
革
と
市
場
化
の
論
理

青
木 

保 

佐
伯 

啓
思

五
百
旗
頭 

真

ア
ジ
ア
の
日
本
・
日
本
の
ア
ジ
ア

森
口 

親
司

ど
こへ
行
く
日
本
経
済 

― 

２
極
化
を
超
え
て

三
谷 

博

明
治
維
新
に
お
け
る「
王
政
」と「
公
議
」

 

― 

横
井
小
楠
と
大
久
保
利
通
を
手
が
か
り
に

北
岡 

伸
一

国
家
の
弁
証 

―  

二
一
世
紀
日
本
の
国
家
と
政
治

橘
木 

俊
詔

格
差
の
拡
大
と
機
会
平
等
の
欠
如　

 

― 

今
の
日
本
で
起
こっ
て
い
る
こ
と

田
所 

昌
幸

戦
後
日
本
の
憲
法
体
制
の
変
容
と
展
望

嶋
津 

格

憲
法
を
考
え
る
前
に 

― 

法
の
権
威
は
ど
こ
か
ら
生
じ
る
か

添
谷 

芳
秀

日
本
か
ら
み
た
米
中
関
係

中
西 

寛

人
類
史
の
転
換
点 

― 

世
界
の
将
来
像
と
日
本
の
課
題

筒
井 

清
忠

日
本
で
は
政
治
家
は
な
ぜ
育
た
な
い
の
か

三
谷 

太
一
郎

政
党
政
治
は
な
ぜ
、い
か
に
生
ま
れ
た
か　

 

― 

英
米
お
よ
び
日
本
に
つい
て

山
室 

信
一

 「
市
民
」育
成
への
ま
な
ざ
し

井
堀 

利
宏

日
本
財
政
の
現
状
と
課
題

苅
部 

直

 「
大
正
百
年
」と
し
て
の
現
在 

― 

知
識
人
と「
社
会
」

田
所 

昌
幸

心
地
よ
い
停
滞
の
中
の
不
安

中
西 

寛

日
本
人
に
と
っ
て
の「
市
民
」

小
林 

傳
司

 「
国
民
的
議
論
」と
は
何
だ
っ
た
の
か

 

― 

原
発
を
め
ぐ
る
市
民
参
加
の
あ
り
方

空
井 

護

現
代
民
主
政
１
・
５  

― 

熟
議
と
無
意
識
の
間

牧
原 

出

ア
マ
チ
ュア
リ
ズ
ム
の
政
治
と
科
学

 

― 

日
本
野
鳥
の
会
の
戦
中
・
戦
後
史

遠
藤 

晶
久

ウィ
リ
ー
・
ジ
ョ
ウ

若
者
に
と
っ
て
の「
保
守
」と「
革
新
」

 

― 

世
代
で
異
な
る
政
党
間
対
立

宇
野 

重
規

鈍
牛
・
哲
人
宰
相
と
知
識
人
た
ち

 

― 

大
平
総
理
の
政
策
研
究
会
を
め
ぐ
っ
て

政
治
・
経
済

思
想
・
文
学
・
社
会

総
目
次

ア
ス
テ
イ
オ
ン・
グ
ラ
ヴ
ィ
ア

山
崎 

正
和

苅
部 

直

特
別
企
画
イ
ン
タ
ビュ
ー　

鋭
く
感
じ
、柔
ら
か
く
考
え
て
き
た
三
十
年

特
別
企
画　

ア
ス
テ
イ
オ
ン
三
十
年
を
振
り
返
る

田
所 

昌
幸

世
界
の
思
潮
の
把
握
と
日
本
か
ら
の
知
的
発
信
の
試
み

池
内 

恵

 「
ポ
ス
ト
冷
戦
期
」を
見
届
け
た
後

苅
部 

直

根
源
的
な
思
考
と
時
代
の
省
察

張 

競

技
術
至
上
の
現
代
に
な
ぜ
文
学
芸
術
が
大
切
か

細
谷 

雄
一

歴
史
の
教
養
と
外
交
の
叡
智
、

冷
戦
後
世
界
を
見
通
す
三
人
の
歴
史
家

待
鳥 

聡
史

日
本
政
治
論
の
不
在
か
ら
、

自
律
し
た
政
治
学
に
基
づ
く
発
信
へ

中
谷　

巌

責
任
国
家
・
日
本
への
選
択

ズ
ビ
グ
ネ
フ
・
ブ
レ
ジ
ンス
キ
ー

高
坂 

正
堯

日
本
は
ま
だ「
ひ
よ
わ
な
花
」か

ロ
ー
レン
ス
・
ク
ラ
ウ
ス

 〝
円
〟は
新
基
軸
通
貨
た
り
う
る
か

蠟
山 
昌
一

な
ぜ
改
め
て「
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
計
画
」か

本
間 

長
世

ボ
ー
ダ
ー
レス
の
経
済
と
リ
ー
ダ
ー
レス
の
政
治

高
坂 

正
堯

プ
ロロ
ー
グ　
一
九
二
六 

― 一
九
四
五

曽
根 

泰
教

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
選
挙
制
度
改
革

猪
木 

正
道

政
治
家
は
軍
事
を
、
自
衛
隊
は
政
治
を

本
間 

正
明

転
換
期
を
迎
え
た
日
本
型
企
業
シ
ス
テ
ム

諸
井 

薫

社
有
物
の
研
究

野
口 

悠
紀
雄

森
口 

親
司

平
成
不
況
の
核
心

横
田 

洋
三

 「
常
任
理
事
国
」日
本
の
条
件

五
百
旗
頭 

真

新
世
界
無
秩
序
論
を
こ
え
て　

 

― 

冷
戦
後
の
世
界
と
日
本

中
谷 

巌

米
中
が「
閉
鎖
日
本
」を
バ
イ
パス
す
る
可
能
性

五
百
旗
頭 

真

満
州
事
変 

―「
す
で
に
出
た
も
の
は
仕
方
が
な
き
に
あ
ら
ず
や
」

高
坂 

正
堯

山
崎 

正
和 

 「
脱
亜
入
欧
」か
ら「
脱
亜
入
洋
」の
時
代
へ

政
治
・
経
済

岩
井 

克
人

三
浦 

雅
士

事
故
の
連
続
と
し
て
の
歴
史　

公
文 

俊
平

望
ま
し
い
情
報
社
会
の
姿
と
は

鷲
田 

清
一

私
的
な
も
の
の
場
所

西
部 

邁

メ
ディ
ア
、
大
衆
、そ
し
て
知
識
人

西
垣 

通

退
屈
に
耐
え
る
精
神
的
成
熟　

筒
井 

清
忠

 「
新
し
い
教
養
」への
ヒ
ン
ト

加
藤 

秀
俊

 「
公
」と「
私
」の
あ
い
だ

大
澤 

真
幸

自
由
の
牢
獄 

― 

リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
を
超
え
て

パ
ー
ル･

Ｋ
・ベル

世
界
の
小
説
を
読
む 

― 
最
新
の
話
題
作
、問
題
作
か
ら

河
合 

隼
雄

現
代
人
と
宗
教 

― 

無
宗
教
と
し
て
の
宗
教

東 

浩
紀

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
再
考

盛
山 

和
夫

規
範
は
い
か
に
語
ら
れ
う
る
か

 

― 

自
明
世
界
の
亀
裂
と
学
知

中
島 

秀
人

科
学
論
再
考 

― 

現
代
社
会
に
お
け
る
科
学
と
平
等

奥
本 

大
三
郎

花
の
夢

山
極 

寿
一

共
感
の
由
来
と
未
来

張 

競

魂
の
幸
福
を
語
り
合
う
こ
と

金
森 

修

3
・
11
の
科
学
思
想
史
的
含
意

森
本 

あ
ん
り

幸
福
を
追
求
す
る
ア
メ
リ
カ
人

 

― 

反
知
性
主
義
と
宗
教

ト
マ
ー
シュ・

ユルコ
ヴ
ィ
ッ
チ

母
語
は
世
界
言
語
に
よ
っ
て
磨
か
れ
る

 

― 

あ
る
チ
ェコ
語
話
者
の
回
想

佐
藤 

卓
己 

 「
報
道
の
自
由
度
ラ
ン
キ
ン
グ
」への
違
和
感

平
川 

祐
弘

勤
労
の
倫
理
の
系
譜 

― 

二
宮
尊
徳
か
ら
スマ
イ
ル
ズへ

大
宅 

映
子

失
わ
れ
た〝
個
育
て
〟の
機
能

石
川 

九
楊

 「
二
重
言
語
国
家
」日
本 

― 

日
本
文
化
への一
試
論

坂
本 

多
加
雄

近
代
日
本
の
時
間
体
験

 

―
「
歴
史
の
終
焉
」を
生
き
る
と
は

粕
谷 

一
希

戦
後
日
本
と
は
何
で
あ
っ
た
か

 

― 

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
視
点
か
ら

森 

ま
ゆ
み

 〝
明
る
い
東
北
〟の
お
地
蔵
様

 

― 

結
城
登
美
雄
の
町
め
ぐ
り

橋
爪 

大
三
郎

め
ざ
せ
選
択
・
責
任
・
連
帯
の
教
育
改
革

苅
谷 

剛
彦

教
育
改
革
と
い
う
見
果
て
ぬ
夢

玄
田 

有
史

 「
即
戦
力｣

の
幻
想

高
階 

秀
爾

余
白
の
美
学

芳
賀 

徹

 「
君
と
住
む
家
」 

― 

美
智
子
皇
后
御
歌
集『
瀬
音
』

川
本 

三
郎

 「
聖
ハ
リ
ウ
ッ
ド林
」に
酔
っ
た
日
本
人

渡
辺 

靖

ク
ー
ル・
ジ
ャ
パン
の
繁
栄
と
不
安

與
那
覇 

潤

ふ
た
つ
の「
中
国
化
論
」
― 

江
藤
淳
と
山
本
七
平

四
方
田 

犬
彦

 「
日
本
料
理
」への
懐
疑

藤
森 

照
信

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
建
築
家

三
橋 

順
子

歴
史
の
中
の
多
様
な「
性
」
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